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新年明けましておめでとうごいます。本校では 1 月 2 日から授業が始まっていますが、今年は暖冬ということもあり、

比較的過ごし易い穏やかな新年のスタートとなりました。特に体調を崩す実習生もなく、皆さん元気に日本語学習に励ん

でいます。今年は申年（厳密には丙
ひのえ

申
さ る

年）、丙申の年は、「物事が大きく進歩発展し、成熟する年｣となるそうです。本校

では、外国人技能実習生制度が、これまで以上に大きく進歩・発展し、1 人でも多くの技能実習生が、日本で技能を習得

し、母国の発展に貢献できるよう、日本語コミュニケーション力の育成という面から、微力ではありますが、全力投球で

実習生の皆さんをサポートしていきたいと考えておりますので、本年もどうぞよろしくお願いします。 
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今月のあじけんスコープは、今年で実施 2 年

目を迎えた「朝のラジオ体操」の様子を追レポ

ートします。お蔭様で、このラジオ体操の実践

は、座学中心で、運動不足になりがちな日本語

講習期間の実習生の皆さんの健康の維持・促

進、日本の文化とも言えるラジオ体操を通し

て、日本人の健康への取り組み、日本の企業が

持つ「安全」への高い意識など、様々なことが

学べる教材として、着実に定着しました。 

また、昨年 10 月からは、研修センター中庭

での、青空ラジオ体操も取り入れられ、寒さに

負けず、毎朝元気にラジオ体操に励む実習生の

姿は、あじけんの朝の新風景として、定着しつ

つあります。冬の寒さはこれからが本番となり

ますが、寒さに負けず、この青空ラジオ体操を

続けていこうと考えております。 

 

今月は、中国からの実習生宋旎（ソウニ）さんを紹介します。

宋さんは、常に笑顔で、元気いっぱい。その人柄は、日本語講師

陣の間でも評判となり、付いたニックネームが「とにかく明るい

宋さん!」。今月の実習生にも満場一致で選ばれました。宋さんは、

いつでも明るく、一生懸命。授業中だけでなく、休み時間や清掃

活動でも、明るい笑顔を絶やすことがありません。先日は、朝か

ら必死の形相で寮に駆け戻る宋さんを通学路で見かけて「どうし

たの?」と、声を掛けると「なふだをわすれました！」と笑顔で答

えるや否や、瞬く間に、全速力で立ち去っていきました。間違い

を恐れずに積極的に日本語を話そうとするので、会話力も着実に

伸ばしています。そんな明るく頑張り屋の宋さんですから、実習

先でも、素直な心で技能の習得に励み、実りある実習生活を送る

ことでしょう。 

宋さん、日本での技能実習に、日本語学習に、これからも頑張

ってください。 
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カルタを取り入れた言語活動 

～技能実習生カルタを作ろう！～ 

 

 

 

 

 

 

 

※当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご

覧になれます 

 

 

今回は日本のお正月の遊び「カルタ」を取り入れた言語活動「技能実習生カルタを作ろう！」をご紹介します。 

先ず導入として、実習生の皆さんに日本の「いろはカルタ」を紹介します。この時に、実際にカルタ取りにも挑

戦してもらいます。その後、このカルタを自分達で作ることを告げ、作業に入ります。今回のクラスは１６名の

実習生がいましたから、１人２～３枚の文字札と絵札を作ることになりました。 

作業の手順は、先ず与えられたひらがなで始まる文字札を作ることから始めます。ここでのポイントは２つ。

１つは、実習生の皆さんに、これまでに勉強した単語や文法を出来るだけ使うことを指示します。そうすること

で、既習単語・文法の意味用法の復習と定着が図れるようになります。もう１つは、文章の内容を実習生の生活

に関係することに絞ることです。このことで実習生の皆さんは、文章が考えやすくなるとともに、自分達のオリ

ジナルカルタを作っている感が強まり、モチベーションの向上にも役立ちます。先生から文章の最終チェックを

受けた後、文字札カードに清書します。次にそれぞれの文字札の内容に合った絵札を作ります。そして、最後に

自分達が作ったカルタで、実際にカルタ取りを行ないます。実習生の皆さんは、日本の文化「いろはカルタ」に

親しむとともに、自分達でカルタを作ることで、日本語を「書く」技能、講師の先生からの指示を聞いて作業を

進めることで、「聞く」技能を伸ばすことが出来ます。また、今回のクラスは、中国人・ベトナム人・フィリピン

人・ミャンマー人の４ヶ国の実習生の皆さんが参加しましたが、活動中の共通語は日本語のみ。絵札がなかなか

見つからない時は、「もう一度、お願いします！」、相手チームがお手付きをすれば、「ダメ、ダメ！」「ちがう、

ちがう」等、ゲームが白熱すればするほど、日本語が飛び交い、より自然な形で、楽しく会話練習も出来たと、

実習生の皆さんにも大好評でした。 


